
官民共催女性活躍推進セミナー事業 【鳥取市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １８０ 千円

交付金額 ９０ 千円

事業番号 ３

平成28年度から「鳥取市男女共同参画かがやき企業」認定制度を
設け、女性活躍やワーク・ライフ・バランスの取組を進めており、
より一層の企業への働きかけや企業と連携した取組が求められてい
る。令和元年度に本市が行った「将来展望の基礎となる市民意識」
調査で、「子育てしやすい環境にするためには何が必要だと思う
か」の問いに、「仕事と子育ての両立出来る職場環境」と回答した
方が69.0％で最も多かった。

市内企業や商工会と連携し、企業の経営者、人事・労務担当者等
を対象に、ワーク・ライフ・バランスセミナー「社員を元気にする
企業づくり」を実施した。当日は57名（会場：32名、オンライン：
25名）、56社の参加があった。受講アンケートでは、多くの方が
「今後の取組の参考にになる」と回答があり、ワーク・ライフ・バ
ランスの推進を直接働きかけ、持続可能な企業運営、従業員が求め
る多様で柔軟な働き方の実現につなげていくことができた。

民間企業との共催による企業経営者や人事担当者にワーク・ライ
フ・バランスを推進するセミナーを通じて、女性が安心して働ける
良好な職場環境の確保と、男性の育児休業取得を促進し、女性自身
のキャリアアップへつながるような社内機運の醸成につなげていく
ことを目的とする。【セミナー参加企業】目標：80社 実績：56社

民間の知見及びネットワークを活用した講演会の開催 ・地元銀行との共催によりネットワークを活用した声掛けや、商工
会議所に所属する企業へのチラシ配布など広く参加を呼びかけ、さ
まざまな業種の経営者等の参加につなげた。
・鳥取県東部と兵庫県北部で構成された「連携中枢都市圏」である
「因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏」（鳥取県鳥取市、智頭町、
若桜町、八頭町、岩美町、兵庫県新温泉町、香美町）の構成町に本
事業の周知を呼びかけ、圏域内事業所のワーク・ライフ・バランス
の促進につなげた。

アンケート結果から、参加者は、経営者の意識改革や男性の育休
取得の取組を推進すること、そのためには取組を継続していくこと
を重要と考えられていることが伺えた。引き続き事業者の働き方改
革や女性活躍の取組を支援していくよう、行政からの情報発信や企
業への啓発に継続して取り組むことが必要である。



令和6年度 鳥取市官民共催女性活躍推進セミナー事業

参加者アンケートより 印象に残ったキーワードは？
・「分かる、知っている」を「出来る、やっている」へ
・経営トップの意識改革と労使協調
・改善の継続
・皆が休みたい時に休める職場
・女性の施策ではなく日本の未来のための国策である
・日本のラストチャンス！2030年に向けて
・男性の育児休業取得は、労働環境全体の見直しに繋がる

民間企業との共催により、企業経営者や人事担当者を対象に、ワーク・ライフ・バランスを推進するセミナーを通じて、女性が安心して働ける良好
な職場環境の確保と、男性の育児休業取得を促進し、女性自身のキャリアアップへつながるよう社内機運の醸成につなげました。

参加者57名
（うちアンケート回答36名）

事業の概要
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